
大正元(1912)年12月１日に本市初の電車が武之橋～谷山で運行を開始して

から、平成24年12月１日で100周年を迎えた鹿児島市の路面電車。

電車の歴史を振り返るとともに、電車と電車を支える人たちの一日を伝える

ほか、市電の仲間たちや利用者の声などを紹介します。
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○
大
正
元（
１
９
１
２
）年
12
月

鹿
児
島
電
気
軌
道
㈱
が
武
之
橋
〜

谷
山
で
運
行
開
始

○
昭
和
３（
１
９
２
８
）年
７
月

鹿
児
島
市
が
鹿
児
島
電
気
軌
道
㈱

を
買
収
し
、鹿
児
島
市
電
気
局
設
置

○
昭
和
14（
１
９
３
９
）年
２
月

九
州
初
の
女
性
車
掌(

23
人)

が
登
場

○
昭
和
19（
１
９
４
４
）年
10
月

鹿
児
島
市
交
通
部
と
改
称
。女
性
運
転
手
、学
徒
挺
身
運
転
手
を
採
用

○
昭
和
20（
１
９
４
５
）年
６
月

空
襲
に
よ
り
、電
車
59
両
を
焼
失
・
破
損
し
、運
行
可
能
な
電
車
は
３

両
と
な
り
、営
業
中
止(

昭
和
21
年
４
月
ま
で
に
上
町
線
を
除
き
、順

次
復
旧)

○
昭
和
23（
１
９
４
８
）年
12
月

　
上
町
線
営
業
再
開

○
昭
和
27（
１
９
５
２
）年
10
月

鹿
児
島
市
交
通
局
と
改
称

○
昭
和
35（
１
９
６
０
）年
12
月

電
車
車
検
工
場
、ト
ラ
バ
ー
サ
ー(

車

両
を
線
路
間
で
平
行
移
動
さ
せ
る

装
置)

完
成

○
昭
和
42（
１
９
６
７
）年
９
月

電
車
の
ワ
ン
マ
ン
運
行
開
始

○
昭
和
45（
１
９
７
０
）年
４
月

伊
敷
線
の
軌
道
敷
内
乗
用
車
乗
り
入
れ
実
施

○
昭
和
48（
１
９
７
３
）年
３
月

「
愛
の
優
先
席
」設
置

○
昭
和
50（
１
９
７
５
）年
３
月

11
系
統
か
ら
３
系
統
へ
改
定

○
昭
和
56（
１
９
８
１
）年
７
月

冷
房
電
車
運
行
開
始(

昭
和
61
年
ま

で
に
全
車
冷
房
化)

○
昭
和
60（
１
９
８
５
）年
９
月

上
町
線
、伊
敷
線
廃
止(

営
業
総
延

長
１
３
・
１
㎞
に)

○
昭
和
63（
１
９
８
８
）年
１
月

セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
事
業
着
手

(

平
成
４
年
３
月
完
了)

○
平
成
５（
１
９
９
３
）年
４
月

函
館
市
路
線
縮
小
に
伴
い
、公
営
路

面
電
車
営
業
㎞
日
本
一
に

○
平
成
７（
１
９
９
５
）年
12
月

戦
後
初
の
女
性
運
転
手
採
用

(

平
成
24
年
12
月
１
日
現
在
５
人)

○
平
成
14（
２
０
０
２
）年
１
月

超
低
床
電
車「
ユ
ー
ト
ラ
ム
」運
行
開
始

○
平
成
17（
２
０
０
５
）年
４
月

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド「
ラ
ピ
カ
」乗
車
シ
ス
テ
ム
供
用
開
始

○
平
成
19（
２
０
０
７
）年
４
月

「
ユ
ー
ト
ラ
ム
Ⅱ
」運
行
開
始

○
平
成
23（
２
０
１
１
）年
３
月

観
光
電
車
運
行
開
始

○
平
成
24（
２
０
１
２
）年
11
月

軌
道
敷
緑
化
整
備
、道
路
併
用
軌
道

区
間
全
線（
8.9
㎞
）完
成

○
平
成
24（
２
０
１
２
）年
12
月

電
車
運
行
１
０
０
周
年
を
記
念
し

て
観
光
レ
ト
ロ
電
車「
か
ご
で
ん
」運

行
開
始

この地で100年の歴史を刻む鹿児島市交通局の電車車両基地と武之橋電停を望む

株式会社時代の第１号電車
（大正２年～５年ごろ）

愛
さ
れ
続
け
て
１
０
０
年

コ
レ
マ
デ
モ
、
コ
レ
カ
ラ
モ
。

　本
市
で
の
路
面
電
車
は
大
正
元（
１
９
１
２
）年
12
月
１
日
、交
通
局
の
前
身
と
な
る
鹿
児
島

電
気
軌
道
㈱
が
全
国
で
は
28
番
目
に
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。昭
和
３（
１
９
２
８
）年
、鹿
児

島
市
が
同
会
社
を
買
収
し
、鹿
児
島
市
電
気
局（
現
在
の
交
通
局
）を
設
置
。こ
れ
が
鹿
児
島

市
営
電
車
の
始
ま
り
で
す
。

　こ
れ
ま
で
大
正
、昭
和
、そ
し
て
平
成
へ
と
１
０
０
年
間
に
わ
た
り
、市
電
は
市
民
の
通
勤
や

通
学
な
ど
の
身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
愛
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
れ
か
ら
も
人
と

環
境
に
優
し
い
公
共
交
通
機
関
と
し
て
、本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
人
々
の
笑
顔

を
の
せ
て
走
り
続
け
ま
す
。

電
車
運
行
の
歴
史

西鹿児島駅（現在の鹿児島中央駅）前
（昭和29年）

薩摩義士碑前を通過していた上町線
（昭和60年）

市電運行最終日の伊敷町電停
（昭和60年）

現在の鹿児島中央駅前
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電車運転士研修生
壽福　真実さん

　交通局の先輩である父の姿を幼い頃
からずっと見てきたこと、また女性運転
士への憧れもあり、電車運転士に興味を
持ちました。今年７月に採用になり、現
在は研修生として運転や車内の点検方
法、非常時の対応など、日々勉強中です。
　電車の運転は車の運転と全く異なり、
特にブレーキのかけ方がとても難しい
です。安全運行のため、さまざまな角度
から注意を払う必要があり大変ですが、
とてもやりがいを感じます。
　また多くの乗客の人たちと接するこ
とがとても楽しみです。目標である父の
接客に負けないよう、皆さんに親しまれ
るような運転士になりたいですね。
　電車運行100周年という記念の年に
採用された事を誇りに感じながら、しっ
かりと安心・快適な運行に貢献していき
たいです。

電車車両整備士
永仮　正美さん

　電車の点検や整備を行う交通局内の修理工場
で、モーターや電装部品など電気関係の整備を担
当しています。
　昭和49年に整備士になり、現在38年目。振り返
ると、昭和56年の車内冷房化の作業や数々の電
車の改造作業など、さまざまな電車の整備をして
きましたね。私自身、もともと乗り物が好きで、高
校時代には市電で通学していたこともあり、この
仕事に就けたことに日々幸せを感じます。
　私たち整備士にとって、電車は自分の子どもの
ような存在ですので、一台一台、その電車に見合
う整備を丁寧に行っています。
　これからも乗客の安全を第一に、皆さんの笑顔
をのせて快適に運行できるよう、全力で整備を
行っていきたいと思います。

　早朝５時30分ごろには運転士出勤。点呼とアルコール
チェックから一日が始まります。早朝から深夜までおよ
ぶ長い一日を交代で勤務。今日も安全運行に務めます。

　５時40分ごろ、交通局を第１号車が出発し、その後も
次々と出庫。運行管理室では常に３台のカメラでその状
況をチェック。ここでは全路線の運行状況を管理し、運
転士と無線でのやりとりも行われます。

　23時10分頃、最後の電車が
交通局内に到着。
　今日も一日お疲れ様でした。

　
安
全
運
行
の
た
め
、丁
寧
に
点
検
・
整
備
。

ま
た
気
持
ち
よ
く
乗
車
い
た
だ
く
た
め
、毎

日
の
清
掃
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
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　私たち整備士にとって、電車は自分の子どもの
ような存在ですので、一台一台、その電車に見合
う整備を丁寧に行っています。
　これからも乗客の安全を第一に、皆さんの笑顔
をのせて快適に運行できるよう、全力で整備を
行っていきたいと思います。

　早朝５時30分ごろには運転士出勤。点呼とアルコール
チェックから一日が始まります。早朝から深夜までおよ
ぶ長い一日を交代で勤務。今日も安全運行に務めます。

　５時40分ごろ、交通局を第１号車が出発し、その後も
次々と出庫。運行管理室では常に３台のカメラでその状
況をチェック。ここでは全路線の運行状況を管理し、運
転士と無線でのやりとりも行われます。

　23時10分頃、最後の電車が
交通局内に到着。
　今日も一日お疲れ様でした。
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じゅ ふく

7 【特集】笑顔をのせて∞の未来へ　鹿児島市電車運行100周年～鹿児島市交通局～


